近松研究に挑む逍遙と若き研究者と「楼門」の採譜者東儀鉄笛 by 菊池 明
近
松
研
究
に
挑
む
道
蓮
と
若
き
研
究
者
と
｢
楼
門
｣
　
の
採
譜
者
東
儀
鉄
笛
二
〇
〇
三
年
九
月
'
早
大
の
演
劇
博
物
館
で
は
､
近
松
生
誕
三
百
五
十
年
記
念
の
企
画
展
と
し
て
'
近
松
生
誕
三
百
五
十
年
記
念
近
松
祭
企
画
･
実
行
委
員
会
と
の
共
催
で
R
e
a
l
 
C
h
i
k
a
m
a
t
s
u
が
開
催
さ
れ
た
｡
貴
重
な
資
料
を
豊
富
に
集
め
て
'
じ
つ
に
見
事
な
展
示
で
あ
っ
た
｡
と
こ
ろ
で
'
早
稲
田
で
の
近
松
研
究
は
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
｡
こ
こ
で
時
計
の
針
を
逆
に
巻
き
戻
し
て
み
る
と
､
も
う
百
年
以
上
も
前
の
十
九
世
紀
に
､
早
稲
田
の
文
科
の
若
き
研
究
者
た
ち
は
､
す
で
に
坪
内
避
蓮
を
中
心
に
立
派
な
業
績
を
上
げ
て
い
た
｡
『
近
松
之
研
究
』
　
の
刊
行
明
治
三
十
三
年
　
(
一
九
〇
〇
)
　
十
一
月
､
坪
内
造
造
･
綱
島
梁
川
の
編
集
で
､
春
陽
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
近
桧
之
研
究
』
　
(
五
六
九
頁
)
　
は
早
稲
田
文
科
に
よ
る
近
松
研
究
の
最
初
の
集
大
成
で
あ
っ
た
｡執筆
者
は
饗
庭
豊
村
(
与
三
郎
)
を
顧
問
格
に
'
坪
内
遣
造
(
雄
蔵
)
以
下
､
水
谷
不
倒
(
弓
彦
)
'
は
じ
め
関
根
正
直
'
大
西
操
山
(
祝
)
､
後
藤
宙
外
(
寅
之
助
)
､
伊
原
青
々
固
(
敏
郎
)
､
土
肥
春
曙
(
庸
元
)
､
東
儀
鉄
笛
(
季
治
)
､
金
子
筑
水
(
馬
治
)
､
島
村
抱
月
(
滝
太
郎
)
､
水
口
蕨
陽
(
鹿
太
郎
)
､
し
げ
ま
つ
綱
島
梁
川
(
栄
一
郎
)
'
五
十
嵐
巴
千
(
力
)
､
佐
藤
迷
羊
(
桐
松
)
'
渋
谷
桃
居
等
｡
指
導
的
立
場
に
立
つ
遼
遠
は
当
時
四
十
二
歳
､
墓
相
四
十
六
歳
､
あ
と
､
不
倒
が
四
十
三
歳
､
関
根
が
四
十
一
歳
で
､
そ
の
ほ
か
は
三
十
歳
前
半
か
二
十
歳
台
と
い
う
若
さ
で
あ
っ
た
｡
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡
論
文
　
｢
巣
林
子
の
浄
瑠
璃
｣
｢
近
松
が
叙
事
詩
の
特
質
｣
｢
『
冥
途
の
飛
脚
』
を
読
み
て
梅
川
を
評
す
｣
　
｢
評
釈
『
天
の
網
島
』
｣
　
｢
『
女
殺
油
地
獄
』
を
読
み
て
所
感
を
記
す
｣
　
｢
近
松
が
時
代
物
｣
　
｢
『
国
性
爺
合
戦
』
を
読
み
て
近
松
の
夢
幻
劇
を
概
評
す
｣
　
以
上
坪
内
造
造
｡
｢
世
話
物
の
由
来
｣
｢
近
松
の
三
傑
作
に
つ
き
て
｣
｢
種
彦
の
『
国
性
爺
』
｣
｢
『
丹
波
与
作
』
評
釈
｣
以
上
饗
庭
墓
相
｢
国
性
爺
楼
門
の
場
楽
譜
抜
粋
｣
｢
音
楽
上
よ
-
観
た
る
『
国
性
爺
』
｣
以
上
東
儀
鉄
笛
｢
巣
林
子
劇
曲
詞
源
｣
　
関
根
正
直
研
究
　
｢
槍
権
三
重
惟
子
｣
｢
堀
川
波
の
鼓
｣
｢
恋
八
卦
柱
暦
｣
｢
冥
途
の
飛
脚
｣
｢
天
の
網
島
｣
｢
雪
女
菊
　
　
池
明
五
枚
羽
子
板
｣
｢
国
性
爺
合
戟
｣
｢
曽
我
会
稽
山
｣
以
上
近
松
研
究
会
員
附
録
　
研
究
｢
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
｣
｢
菅
原
伝
授
手
習
鑑
｣
｢
妹
背
山
婦
女
庭
訓
｣
近
松
研
究
会
員
｢
妹
背
山
婦
女
庭
訓
｣
に
つ
い
て
　
饗
庭
豊
村
こ
の
書
に
は
編
輯
著
し
る
す
と
し
て
'
造
遥
筆
と
思
わ
れ
る
序
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
｡
｢
同
好
相
集
-
て
巣
林
子
研
鐙
の
緒
を
発
き
し
は
'
明
治
廿
三
年
の
冬
な
り
L
が
､
年
波
の
寄
返
る
う
ち
に
､
同
じ
筋
の
し
ら
べ
積
も
-
く
て
､
此
一
冊
子
を
な
す
は
と
の
か
さ
と
は
な
り
ぬ
｡
い
づ
れ
も
一
た
び
は
雑
誌
な
ど
に
掲
げ
た
-
し
も
の
に
て
､
今
見
れ
ば
'
考
の
椎
き
も
多
か
る
を
､
か
-
取
纏
め
て
世
に
い
だ
す
は
'
後
の
同
好
に
同
じ
や
う
の
む
だ
を
さ
せ
じ
の
心
と
う
ひ
山
ぶ
み
の
枝
折
と
も
な
れ
か
し
と
思
ふ
老
婆
心
切
の
み
｣
と
あ
-
'
こ
の
書
の
成
立
経
過
を
簡
明
に
述
べ
て
い
る
が
､
こ
の
文
中
に
あ
る
明
治
二
十
三
年
と
い
う
年
は
早
稲
田
文
科
に
と
っ
て
も
'
ま
た
近
松
研
究
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
意
義
あ
る
年
で
あ
っ
た
｡
近
松
研
究
の
先
駆
　
『
延
葛
集
』
二
十
三
年
(
一
八
九
〇
)
　
九
月
､
東
京
専
門
学
校
に
文
学
科
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
こ
れ
は
避
遥
の
提
案
に
よ
っ
て
､
新
し
い
文
学
を
興
す
に
は
新
し
い
文
体
を
つ
-
る
必
要
が
あ
-
､
そ
れ
に
は
和
漢
洋
文
学
の
形
式
と
精
神
を
兼
修
し
て
研
究
調
和
を
は
か
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
｡
当
時
英
語
普
通
科
な
ど
に
在
学
し
た
学
生
の
う
ち
､
こ
の
文
科
に
入
学
を
決
意
し
た
金
子
馬
治
､
前
田
儀
作
､
紀
淑
雄
'
水
谷
弓
彦
､
奥
泰
資
と
､
英
語
政
治
科
進
学
を
志
し
た
鈴
木
幾
次
郎
ら
は
､
造
遥
の
指
導
の
も
と
'
新
し
い
文
体
創
造
へ
の
筆
馴
ら
し
を
始
め
た
｡
か
れ
ら
の
う
ち
金
子
､
紀
は
造
迄
の
宅
が
ま
だ
本
郷
真
砂
町
に
あ
っ
た
二
十
一
年
頃
か
ら
出
入
-
し
て
お
-
､
明
治
二
十
三
年
初
頭
か
ら
は
有
志
と
と
も
に
日
を
定
め
て
遣
蓮
の
も
と
に
集
ま
-
'
座
談
式
に
文
学
や
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
な
ど
の
講
義
を
う
け
､
道
迄
か
ら
沙
翁
連
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
｡
回
覧
誌
『
葛
の
菓
』
　
(
後
の
　
『
延
葛
集
』
)
　
は
こ
う
し
た
人
々
の
間
で
生
ま
れ
た
｡
こ
れ
ら
同
人
た
ち
は
､
天
折
し
た
奥
を
除
い
て
､
何
れ
も
が
後
年
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
大
成
す
る
と
と
も
に
､
道
遥
と
共
に
近
松
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
る
と
い
う
栄
光
を
荷
う
こ
と
に
な
る
｡
以
下
そ
の
経
歴
を
掲
げ
て
お
-
｡
-171-
水
谷
不
倒
　
安
政
五
-
昭
和
一
八
　
二
八
五
八
～
一
九
四
三
)
本
名
弓
彦
｡
名
古
屋
生
れ
｡
少
年
時
代
よ
-
名
古
屋
の
著
名
な
貸
本
屋
大
惣
の
江
戸
文
芸
の
書
を
読
み
漁
り
､
明
治
十
二
年
陸
軍
教
導
団
に
入
団
'
十
四
年
卒
後
二
十
一
年
除
隊
ま
で
七
年
間
軍
隊
生
活
を
送
る
｡
二
十
一
年
東
京
専
門
学
校
行
政
科
に
入
学
'
二
十
三
年
卒
業
､
同
年
九
月
同
校
文
学
科
に
進
学
｡
在
学
中
か
ら
造
蓮
に
師
事
､
二
十
六
年
卒
業
後
『
早
稲
田
文
学
』
　
に
江
戸
文
芸
に
関
す
る
論
文
を
発
表
す
る
と
と
も
に
､
小
説
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
｡
三
十
八
年
以
後
も
っ
ぱ
ら
著
述
生
活
に
入
-
､
大
正
七
年
こ
ろ
か
ら
江
戸
文
学
の
研
究
に
没
頭
し
､
古
浄
瑠
璃
を
は
じ
め
江
戸
文
芸
の
書
誌
的
研
究
に
大
き
な
業
績
を
残
し
た
｡
前
田
林
外
　
元
治
元
年
-
昭
和
二
十
年
(
1
八
六
四
-
1
九
四
六
)
　
本
名
儀
作
　
兵
庫
生
れ
｡
独
学
で
作
詞
作
歌
に
熱
中
｡
ま
た
貿
易
船
に
乗
-
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ほ
か
南
洋
の
風
物
に
接
し
､
と
-
に
極
楽
鳥
に
感
激
､
大
き
な
影
響
を
受
け
る
｡
明
治
二
十
一
年
東
京
専
門
学
校
英
語
普
通
科
に
入
学
､
二
十
三
年
九
月
文
科
に
進
ん
だ
が
年
内
で
中
退
｡
明
治
三
十
三
年
『
明
星
』
　
へ
の
投
歌
が
選
に
入
-
文
壇
に
登
場
'
歌
集
に
『
野
の
花
』
　
『
極
楽
鳥
』
が
あ
-
'
後
年
は
民
謡
の
研
究
に
没
頭
し
た
｡
鈴
木
幾
次
郎
　
明
治
元
年
-
昭
和
十
三
年
(
一
八
六
八
～
一
八
八
〇
)
　
香
川
生
れ
｡
明
治
二
十
三
年
七
月
東
京
専
門
学
校
英
語
普
通
科
卒
業
｡
同
年
九
月
英
語
政
治
科
に
進
み
､
二
十
六
年
卒
業
｡
ま
も
な
-
帰
郷
｡
明
治
三
十
七
年
十
二
月
『
讃
岐
実
業
新
聞
』
社
長
｡
明
治
四
十
1
年
五
月
よ
-
大
正
三
年
ま
で
高
松
市
長
在
職
､
明
治
四
十
三
年
六
月
よ
-
大
正
十
二
年
ま
で
香
川
県
教
育
会
高
松
市
部
会
々
長
､
大
正
十
一
年
よ
り
死
去
ま
で
香
川
県
教
育
会
副
会
長
な
ど
を
歴
任
'
終
始
郷
土
の
発
展
に
尽
-
し
た
｡
金
子
筑
水
　
明
治
三
年
-
昭
和
十
二
年
(
一
八
七
〇
～
一
九
三
七
)
　
本
名
馬
治
　
長
野
生
れ
.
明
治
二
十
丁
年
九
月
'
東
京
専
門
学
校
英
語
専
修
科
入
学
､
二
十
三
年
七
月
卒
業
､
さ
ら
に
同
年
九
月
文
学
科
に
入
学
'
遭
遇
の
指
導
を
う
け
る
｡
二
十
六
年
七
月
卒
業
､
卒
業
論
文
｢
詩
才
論
｣
が
遭
蓮
に
激
賞
さ
れ
同
年
文
学
科
講
師
と
な
-
英
語
を
担
当
｡
『
早
稲
田
文
学
』
　
に
論
文
'
評
論
を
発
表
､
三
十
三
年
ド
イ
ツ
留
学
｡
早
大
教
授
と
し
て
哲
学
心
理
学
､
美
学
を
担
当
'
大
正
九
年
文
学
部
長
､
昭
和
三
年
早
大
演
劇
博
物
館
の
初
代
館
長
と
な
っ
た
｡
よ
し
お
紀
星
峰
　
明
治
五
年
-
昭
和
十
一
年
(
一
八
七
二
～
一
九
三
六
)
本
名
淑
雄
　
東
京
生
れ
｡
明
治
二
十
三
年
七
月
東
京
専
門
学
校
英
語
普
通
科
卒
業
｡
同
年
九
月
文
学
科
入
学
､
二
十
六
年
七
月
卒
業
'
三
十
年
か
ら
岡
倉
天
心
の
後
を
つ
い
て
､
福
地
復
1
と
共
に
『
日
本
美
術
史
稿
』
の
編
纂
に
つ
と
め
､
翌
年
刊
行
し
た
｡
三
十
五
年
早
稲
田
大
学
文
学
科
講
師
と
し
て
日
本
美
術
史
を
担
当
､
ま
た
大
正
六
年
､
私
立
と
し
て
は
日
本
最
初
の
美
術
学
校
､
日
本
美
術
研
究
所
を
設
立
し
た
｡
奥
牛
歩
　
明
治
三
年
-
明
治
二
十
七
年
(
一
八
七
〇
～
一
八
九
四
)
　
本
名
泰
資
｡
大
阪
生
れ
'
明
治
二
十
一
年
文
学
を
志
し
て
上
京
'
造
造
宅
の
書
生
を
し
な
が
ら
二
十
四
年
に
入
学
｡
造
蓮
の
優
秀
な
助
手
と
し
て
『
早
稲
田
文
学
』
　
の
編
集
を
手
伝
う
と
共
に
文
筆
活
動
を
行
っ
た
｡
二
十
七
年
卒
業
し
た
が
､
道
造
家
内
の
風
紀
問
題
か
ら
避
迄
の
許
を
去
っ
た
｡
こ
の
ほ
か
寄
稿
者
と
し
て
一
時
期
､
桂
五
十
郎
(
湖
村
)
　
が
あ
っ
た
｡
『
葛
の
葉
』
は
明
治
二
十
三
年
五
月
十
五
日
よ
-
半
月
毎
に
発
行
さ
れ
た
｡
半
紙
判
で
､
同
人
が
そ
れ
ぞ
れ
毛
筆
で
書
い
た
も
の
で
'
内
容
は
論
説
､
批
評
'
文
苑
､
雑
録
'
翻
訳
に
わ
か
れ
､
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
評
､
新
体
詩
､
随
想
'
伝
記
､
文
壇
時
事
の
報
道
と
批
評
､
小
説
等
々
を
同
人
が
執
筆
'
こ
れ
に
同
人
た
ち
が
卒
直
な
批
評
を
欄
外
に
書
き
込
み
､
こ
れ
に
執
筆
者
が
反
駁
や
ら
訂
正
や
ら
と
書
込
み
'
そ
れ
を
道
進
が
総
評
の
か
た
ち
で
､
朱
筆
で
添
削
'
批
正
を
加
え
る
と
い
う
新
し
い
発
想
形
式
で
あ
っ
た
｡
遣
蓮
も
後
年
､
随
筆
集
『
柿
の
帝
』
　
の
な
か
で
'
｢
毎
号
無
遠
慮
な
添
削
の
未
を
加
へ
'
批
判
を
も
書
き
入
れ
た
｡
つ
ま
-
相
砥
爾
し
て
､
他
日
の
為
に
頭
を
も
腕
を
も
鍛
っ
て
お
こ
う
と
い
ふ
企
て
ゞ
あ
っ
た
の
だ
｡
当
時
は
時
文
の
様
式
が
和
漢
洋
混
乱
で
､
決
し
て
〓
疋
し
て
ゐ
な
か
っ
た
折
か
ら
　
-
硯
に
､
文
学
科
創
設
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
『
和
'
漠
､
洋
'
文
学
の
調
和
』
と
い
ふ
事
で
あ
っ
た
の
で
も
解
る
1
初
心
者
は
い
づ
れ
も
先
づ
其
筆
致
を
'
文
体
'
表
現
様
式
を
練
習
す
る
こ
と
の
必
要
を
感
じ
た
も
の
だ
｡
だ
か
ら
回
覧
雑
誌
は
､
殆
ど
半
分
が
た
は
修
辞
の
稽
古
用
に
さ
れ
た
と
い
っ
て
い
､
｣
と
思
い
出
を
語
っ
て
い
る
｡
は
う
く
ず
し
ゅ
う
び
え
ん
二
十
三
年
十
月
､
第
五
号
か
ら
造
迄
の
提
案
で
誌
名
を
『
延
葛
集
』
と
改
題
し
､
会
名
を
弥
遠
え
い
か
い
永
会
と
命
名
さ
れ
た
｡
も
と
も
と
｢
葛
の
菓
｣
と
い
う
名
は
遭
迄
の
命
名
で
'
葛
の
葉
の
裏
は
白
い
と
こ
ろ
か
ら
｢
お
の
が
心
の
裏
こ
そ
見
ぺ
け
れ
｣
と
い
ふ
意
味
か
ら
つ
け
ら
れ
た
も
の
だ
が
､
改
め
は
う
く
ず
の
い
や
と
ほ
な
が
-
た
え
ず
て
延
葛
弥
遠
永
多
要
受
の
語
か
ら
'
葛
は
長
-
延
う
　
(
這
う
)
　
と
い
う
祝
意
に
､
裏
兄
の
心
を
こ
め
て
改
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
編
集
や
内
容
に
も
大
き
な
変
化
を
み
せ
た
｡
前
記
｢
柿
の
帝
｣
　
に
よ
る
と
､
避
蓮
は
同
人
た
ち
に
対
し
､
折
々
文
学
の
本
領
､
文
学
批
判
の
方
法
に
つ
い
て
語
-
､
｢
批
評
は
須
か
ら
く
客
観
的
､
解
釈
的
､
帰
納
的
で
あ
る
べ
き
だ
う
　
わ
が
現
時
の
は
殆
ど
悉
-
が
評
者
の
純
主
観
か
ら
す
る
是
非
評
で
あ
-
､
演
緯
式
で
あ
-
､
随
っ
て
好
悪
評
で
あ
る
｡
-
-
そ
れ
と
は
別
の
新
式
批
評
を
し
な
ら
ふ
に
は
'
小
説
よ
-
も
劇
が
よ
い
の
だ
が
､
わ
が
劇
は
余
り
に
俗
受
け
本
位
の
あ
ざ
と
い
物
が
一
般
だ
か
ら
'
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ヤ
な
ぞ
に
適
用
さ
れ
る
批
評
様
式
は
向
か
な
い
｡
比
較
的
に
近
松
の
世
話
物
が
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ヤ
に
近
い
と
言
へ
る
｡
君
が
た
が
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ヤ
を
自
在
に
読
破
す
る
や
う
に
な
る
ま
で
の
ツ
ナ
ギ
に
､
近
松
物
へ
新
批
評
法
を
適
用
し
見
て
は
ど
う
だ
?
思
想
を
自
由
に
発
揮
す
る
為
に
も
な
り
､
文
章
の
練
習
に
も
な
ら
う
ぢ
や
な
い
か
､
な
ぞ
と
勧
め
た
｣
と
提
案
し
､
自
ら
も
｢
油
の
地
獄
｣
　
の
評
を
書
き
､
一
同
に
見
せ
た
-
し
た
｡
こ
れ
に
応
じ
て
同
人
た
ち
の
近
松
研
究
へ
の
関
心
は
急
速
に
盛
-
上
っ
た
｡
水
谷
不
倒
は
当
時
の
思
い
出
を
｢
明
治
に
於
け
る
最
初
の
近
松
推
薦
者
と
し
て
の
先
生
　
-
　
近
松
研
究
の
思
ひ
出
｣
と
題
し
て
こ
う
語
っ
て
い
る
｡
｢
私
は
此
改
革
の
少
し
前
か
ら
加
っ
た
の
で
､
は
じ
め
の
事
は
よ
く
知
ら
ぬ
が
'
最
初
は
英
文
学
､
殊
に
シ
エ
キ
ス
ピ
ア
で
も
研
究
す
る
つ
も
-
で
あ
っ
た
や
う
に
聞
い
て
ゐ
た
｡
し
か
し
シ
エ
キ
ス
ピ
ア
は
早
晩
学
校
の
課
程
に
上
る
事
に
な
る
か
ら
､
此
会
で
は
我
近
栓
門
左
衛
門
を
研
究
し
や
う
と
い
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ふ
こ
と
に
な
っ
て
､
盛
ん
に
近
松
論
を
閥
は
し
て
ゐ
る
折
し
も
'
前
田
儀
作
君
が
先
鞭
を
着
け
て
例
の
雑
誌
に
｢
夢
の
ゆ
め
｣
と
題
し
て
『
大
経
師
柱
暦
』
の
お
さ
ん
と
茂
兵
衛
の
人
物
論
を
公
開
し
た
｡
引
き
続
い
て
『
天
の
網
島
』
を
出
す
､
い
よ
い
よ
熟
が
加
は
っ
て
'
第
七
号
に
は
三
階
総
出
で
-
片
ッ
端
か
ら
槍
玉
に
揚
げ
'
三
四
ケ
月
の
間
に
'
近
松
の
世
話
物
二
十
余
程
を
､
こ
と
こ
と
-
解
剖
分
析
し
て
了
っ
た
｡
其
大
車
輪
で
あ
っ
た
事
知
る
べ
き
で
あ
る
｡
此
研
究
に
つ
い
て
､
わ
れ
く
の
最
も
困
難
を
感
じ
た
の
は
材
料
を
集
め
る
事
で
あ
っ
た
｡
古
本
屋
を
漁
っ
て
近
松
の
原
版
を
捜
し
出
し
て
来
る
や
う
な
古
書
通
は
我
党
に
ま
だ
1
人
も
ゐ
な
か
っ
た
の
で
､
大
抵
は
活
版
本
で
間
に
合
せ
て
ゐ
た
事
勿
論
で
あ
る
が
､
其
活
版
本
が
決
し
て
豊
富
で
な
か
っ
た
｡
其
頃
は
近
松
と
い
へ
ば
､
武
蔵
屋
本
が
出
て
は
ゐ
た
が
､
し
か
し
世
話
物
に
は
ま
だ
未
刊
の
も
の
が
沢
山
あ
っ
た
｡
そ
う
い
ふ
物
は
坪
内
先
生
が
響
庭
氏
幸
堂
氏
か
ら
借
出
さ
れ
､
そ
れ
を
又
借
り
し
て
は
写
し
て
使
っ
た
も
の
で
あ
る
｣
　
(
『
早
稲
田
文
学
』
大
正
一
五
･
五
)
ま
た
金
子
筑
水
も
､
｢
最
初
に
わ
れ
く
が
教
え
ら
れ
た
沙
翁
物
語
は
ハ
ム
レ
ッ
-
で
あ
っ
た
｡
ま
だ
若
か
つ
た
元
気
横
溢
の
先
生
が
'
団
十
郎
張
-
の
声
色
か
何
か
で
面
白
-
講
義
し
て
下
さ
る
の
だ
か
ら
わ
れ
/
＼
は
嬉
し
-
て
く
堪
ら
な
か
っ
た
0
-
-
さ
う
か
う
し
て
ゐ
る
内
に
､
1
万
で
先
生
は
近
松
研
究
を
お
始
め
に
な
っ
た
｡
近
松
研
究
の
動
機
は
何
で
あ
っ
た
か
-
当
時
紅
葉
や
露
伴
の
一
派
が
し
き
-
に
西
鶴
の
研
究
を
や
っ
て
ゐ
た
そ
れ
に
対
す
る
お
考
へ
も
あ
っ
た
か
も
知
ら
ぬ
が
､
そ
れ
よ
-
は
む
し
ろ
沙
翁
研
究
が
土
台
と
な
っ
て
近
松
が
同
じ
や
う
に
偉
大
な
劇
作
者
で
あ
る
と
い
ふ
点
に
目
を
付
け
ら
れ
た
も
の
と
思
ふ
｡
当
時
､
わ
れ
/
＼
は
先
生
に
願
っ
て
『
延
葛
集
』
と
い
ふ
回
覧
雑
誌
を
こ
し
ら
へ
た
｡
そ
の
回
覧
雑
誌
に
お
互
ひ
の
近
松
研
究
を
発
表
す
る
と
い
ふ
わ
け
で
､
先
生
も
其
頃
既
に
『
油
地
獄
』
『
天
の
網
島
』
等
の
論
文
を
示
さ
れ
た
｡
そ
し
て
そ
れ
は
『
早
稲
田
文
学
』
　
に
も
お
載
せ
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
わ
れ
ノ
＼
も
何
か
書
-
こ
と
は
書
い
た
が
､
ほ
ん
の
初
学
者
の
可
い
加
減
な
感
想
に
過
ぎ
な
か
っ
た
事
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
｣
　
(
『
早
稲
田
文
学
』
大
正
七
･
六
)
　
と
書
い
て
あ
る
｡
そ
の
近
松
研
究
の
方
法
は
'
テ
キ
ス
ト
の
捜
査
､
入
手
に
は
じ
ま
り
'
論
説
の
執
筆
者
を
決
め
'
そ
の
者
は
所
定
の
用
紙
　
(
半
紙
)
　
に
'
自
己
所
見
を
書
き
入
れ
て
他
の
同
人
た
ち
へ
回
す
､
同
人
は
次
々
と
欄
外
に
こ
れ
に
対
す
る
自
分
の
意
見
を
書
き
入
れ
る
､
こ
の
方
式
は
従
来
ど
お
-
だ
が
､
全
員
が
あ
ら
か
じ
め
原
作
を
読
ん
で
い
る
だ
け
に
､
ま
た
同
級
生
の
気
安
さ
か
ら
か
な
-
手
厳
し
い
意
見
が
書
き
入
れ
ら
れ
る
｡
こ
れ
に
ま
た
執
筆
者
の
反
駁
が
あ
る
｡
最
後
に
遭
遇
は
栄
華
で
意
見
批
評
を
書
き
入
れ
る
の
だ
が
､
そ
れ
は
懇
切
丁
寧
を
極
め
'
字
句
､
修
辞
の
訂
正
か
ら
論
旨
へ
の
批
正
､
ま
た
欄
外
書
き
込
に
お
け
る
同
人
た
ち
の
意
見
へ
の
批
評
に
及
ぶ
｡
そ
し
て
こ
れ
ら
集
約
す
る
と
､
遭
迄
の
当
時
の
近
松
観
､
文
学
観
が
窺
え
て
面
白
い
｡
こ
の
『
延
葛
集
』
は
第
三
号
(
明
治
二
十
三
年
十
一
月
こ
ろ
)
よ
-
十
一
号
(
明
治
二
十
四
年
八
月
以
降
､
発
行
月
日
未
詳
)
　
で
終
わ
っ
た
が
､
近
松
関
係
の
論
は
左
の
如
-
で
あ
る
｡
｢
近
松
門
左
衛
門
伝
筆
記
　
響
庭
墓
相
先
生
講
述
｣
　
紀
淑
雄
筆
記
｢
近
松
門
左
衛
門
の
本
伝
　
響
庭
墓
相
先
生
講
述
｣
　
紀
淑
雄
筆
記
｢
夢
の
ゆ
め
　
(
恋
八
卦
柱
暦
　
お
さ
ん
茂
兵
衛
)
｣
　
鶴
鶴
子
(
前
田
儀
作
)
｢
夢
の
ゆ
め
第
二
　
心
中
天
綱
島
｣
　
鶴
鶴
子
(
前
田
儀
作
)
｢
生
玉
心
中
　
分
析
｣
　
百
生
　
(
水
谷
弓
彦
)
｢
五
十
年
忌
歌
念
仏
　
分
析
｣
　
牛
歩
生
　
(
奥
泰
資
)
｢
今
宮
の
心
中
分
析
｣
　
月
中
子
(
紀
淑
雄
)
｢
長
町
女
腹
切
･
淀
鯉
出
世
滝
徳
批
評
｣
　
筑
水
生
　
(
金
子
馬
治
)
｢
姫
山
姥
･
本
朝
三
国
誌
分
析
｣
　
宙
生
　
(
水
谷
弓
彦
)
｢
長
町
女
腹
切
批
評
｣
　
百
生
　
(
水
谷
弓
彦
)
｢
梅
川
忠
兵
衛
批
評
｣
　
筑
水
生
　
(
金
子
馬
治
)
｢
心
中
重
井
筒
批
評
｣
　
月
中
子
(
紀
淑
雄
)
｢
出
世
景
活
摘
要
　
附
-
略
評
｣
　
牛
歩
生
　
(
奥
泰
資
)
｢
鑓
の
権
三
重
惟
子
分
析
｣
　
月
中
子
(
紀
淑
雄
)
｢
緋
縮
緬
卯
月
紅
葉
分
析
｣
　
筑
水
生
　
(
金
子
馬
治
)
｢
心
中
宵
庚
申
批
評
｣
　
百
生
　
(
水
谷
弓
彦
)
｢
恋
八
卦
柱
暦
分
析
遺
補
｣
　
月
中
子
(
紀
淑
雄
)
｢
鑓
の
権
三
重
帽
子
の
中
　
主
人
公
お
さ
ゐ
｣
　
百
生
　
(
水
谷
弓
彦
)
｢
曽
根
崎
心
中
｣
筑
水
生
　
(
金
子
馬
治
)
｢
心
中
二
枚
絵
草
紙
｣
　
筑
水
生
　
(
金
子
馬
治
)
当
時
同
人
た
ち
は
水
谷
が
三
十
三
歳
､
前
田
が
二
十
七
歳
で
や
や
年
長
だ
っ
た
が
､
あ
と
鈴
木
以
下
平
均
二
十
二
歳
､
紀
は
ま
だ
十
九
歳
で
あ
っ
た
｡
師
の
造
造
と
て
も
三
十
二
歳
､
こ
の
若
武
者
た
ち
が
師
弟
1
体
と
な
っ
て
近
松
に
挑
む
意
気
込
は
眼
に
う
つ
る
よ
う
で
あ
る
｡
そ
の
後
､
鈴
木
は
英
語
政
治
科
を
卒
業
し
帰
郷
し
て
､
実
業
界
､
政
界
に
入
-
､
前
田
は
中
退
し
て
歌
作
に
専
心
し
､
紀
は
美
術
研
究
に
向
い
'
金
子
は
哲
学
'
美
学
を
専
攻
し
､
み
な
そ
れ
ぞ
れ
志
す
方
向
へ
散
っ
て
ゆ
き
､
水
谷
の
み
が
江
戸
文
芸
の
研
究
に
遇
進
し
て
い
っ
た
｡
こ
の
原
本
は
長
-
水
谷
不
倒
の
手
許
に
あ
っ
た
が
､
昭
和
七
年
六
月
遣
進
の
許
に
返
さ
れ
た
｡
造
迄
は
か
っ
て
｢
延
葛
集
｣
　
の
た
め
に
執
筆
し
た
　
｢
幻
兵
盛
衰
記
｣
｢
△
○
集
｣
を
加
へ
て
拾
遺
と
し
て
編
集
し
､
演
劇
博
物
館
に
寄
贈
し
て
い
る
｡
な
お
こ
の
全
文
は
『
未
刊
･
坪
内
遼
遠
資
料
集
』
避
造
協
会
刊
の
第
一
集
-
第
六
集
(
一
九
九
九
二
二
　
-
　
二
〇
〇
三
･
二
)
　
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
｡
近
松
研
究
会
『
早
稲
田
文
学
』
は
東
京
専
門
学
校
に
文
学
科
が
創
設
さ
れ
た
翌
年
(
一
八
九
一
)
　
十
月
に
創
刊
さ
れ
た
｡
は
じ
め
遭
遇
の
編
集
､
饗
庭
墓
相
の
補
助
と
い
う
か
た
ち
で
ス
タ
ー
-
を
切
-
､
同
誌
の
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主
意
を
｢
和
漢
洋
､
文
学
の
調
和
｣
と
東
西
古
今
を
問
わ
ず
文
学
の
精
華
を
選
抜
し
て
釈
義
評
註
を
旨
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
'
ま
ず
そ
の
創
刊
号
よ
-
豊
村
の
巣
林
子
院
本
評
釈
と
し
て
｢
丹
波
与
作
｣
を
連
載
し
て
近
松
評
釈
の
噴
失
と
な
-
'
近
松
研
究
の
気
運
を
作
っ
た
｡
そ
し
て
研
究
者
間
で
は
'
｢
延
葛
集
｣
以
来
の
文
章
作
法
'
修
辞
研
究
'
性
格
分
析
と
い
う
研
究
方
法
が
継
続
さ
れ
'
研
究
は
進
め
ら
れ
て
い
た
｡
こ
れ
に
対
し
､
帝
国
大
学
の
近
松
研
究
者
は
二
十
九
年
三
月
､
｢
萄
-
も
巣
林
子
を
研
究
せ
ん
と
せ
ば
､
先
づ
其
用
語
と
其
風
俗
を
研
究
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
確
信
す
｣
と
し
て
､
語
句
解
釈
や
風
俗
な
ど
の
研
究
を
力
説
し
た
｡
そ
の
た
め
'
早
稲
田
側
は
反
発
し
て
両
者
の
論
戟
と
な
っ
た
が
､
島
村
抱
月
が
二
十
九
年
七
月
'
『
早
稲
田
文
学
』
十
三
号
に
｢
近
松
の
研
究
に
就
き
て
｣
と
い
う
論
説
を
掲
げ
'
早
稲
田
派
の
研
究
態
度
を
鮮
明
に
し
､
近
松
研
究
会
の
発
足
と
な
っ
た
｡
明
治
二
十
九
年
九
月
『
早
稲
田
文
学
』
十
八
号
に
近
松
研
究
第
1
会
の
記
録
が
掲
載
さ
れ
'
冒
頭
'
道
迄
は
会
の
方
針
と
し
て
'
『
方
今
近
松
を
言
ふ
も
の
世
に
多
し
｡
吾
人
も
ま
た
大
方
と
共
に
之
が
研
究
を
完
う
し
て
､
行
く
々
々
我
が
文
学
史
の
一
端
に
資
せ
ん
と
期
す
-
-
近
松
の
仝
面
目
を
明
め
ん
と
す
る
者
は
-
-
午
代
的
研
究
に
従
ふ
を
も
て
至
当
の
順
序
と
な
す
｡
さ
れ
ど
一
方
よ
り
い
ふ
時
は
斯
-
し
て
研
究
せ
ら
る
ゝ
近
松
の
作
､
果
し
て
幾
何
の
真
価
を
有
す
る
か
'
全
体
よ
り
も
寧
ろ
一
部
々
々
に
就
き
て
共
か
品
位
を
定
む
る
こ
と
刻
下
の
要
務
な
ら
ず
と
せ
ず
｡
吾
人
は
此
の
意
に
於
て
先
づ
時
代
物
よ
り
世
話
物
を
択
び
､
世
話
物
に
て
も
女
主
人
公
の
狭
斜
以
外
な
る
と
､
事
件
の
構
成
に
別
趣
あ
る
こ
と
を
先
に
し
て
'
途
を
功
多
く
労
少
な
き
も
の
に
取
れ
-
0
-
-
而
し
て
時
代
物
に
入
り
'
而
し
て
世
話
物
に
復
-
'
紅
紫
錯
ひ
に
助
け
て
部
分
の
研
究
を
完
う
せ
ん
と
す
る
も
の
､
大
体
の
方
針
也
｣
と
記
し
'
第
一
由
来
､
第
二
梗
概
'
第
三
性
格
'
第
四
意
匠
第
五
修
辞
'
第
六
影
響
'
第
七
雑
の
順
の
研
究
を
行
う
こ
と
と
し
た
｡
第
一
会
の
作
品
は
｢
槍
の
権
三
重
惟
子
｣
で
あ
っ
た
｡
参
加
者
は
豊
村
'
遭
遇
､
青
々
園
､
不
倒
､
宙
外
､
抱
月
､
巴
千
｡
こ
の
う
ち
延
葛
集
の
同
人
は
不
倒
の
み
で
あ
っ
た
｡
第
二
会
は
｢
堀
川
狼
の
鼓
｣
で
あ
っ
た
が
'
こ
の
と
き
か
ら
土
肥
春
曙
が
加
わ
っ
た
｡
前
回
､
性
格
の
評
で
全
員
の
論
が
重
複
の
嫌
ひ
が
あ
っ
た
の
で
､
今
会
は
会
員
が
最
も
穏
当
と
思
わ
れ
る
意
見
を
原
説
と
し
､
こ
れ
に
参
加
者
が
異
説
や
付
記
を
加
え
る
こ
と
に
し
､
こ
れ
に
春
曙
の
論
が
採
用
さ
れ
た
｡
第
三
会
は
二
十
九
年
十
､
十
一
月
､
(
二
〇
号
'
二
十
一
号
)
　
｢
恋
八
卦
柱
暦
｣
　
で
､
こ
の
回
に
は
渋
谷
桃
居
が
参
加
し
た
｡
第
四
会
は
二
十
九
年
十
二
月
二
十
四
号
｢
雪
女
五
枚
羽
子
板
｣
で
あ
っ
た
｡
こ
こ
で
､
次
の
第
五
会
は
当
初
の
近
松
研
究
会
の
方
針
に
従
ひ
'
時
代
物
に
移
-
､
盤
上
に
｢
国
性
爺
合
戦
｣
が
あ
が
っ
た
｡
明
治
三
十
年
一
月
(
二
五
号
)
　
は
新
年
号
で
も
あ
-
､
ま
ず
｢
国
性
爺
｣
を
徹
底
的
に
検
討
す
る
論
説
の
連
載
と
な
っ
た
｡
ま
ず
実
説
と
し
て
｢
台
湾
宋
一
貫
の
乱
｣
　
(
野
口
寧
斎
)
､
｢
近
松
の
三
傑
作
に
つ
い
て
｣
　
(
饗
庭
豊
村
)
　
｢
『
国
性
爺
合
戦
』
を
読
み
て
夢
幻
劇
を
概
評
す
｣
　
(
坪
内
遼
遠
)
を
掲
げ
'
翌
二
十
六
号
か
ら
評
論
に
移
-
､
二
月
二
十
七
号
に
は
｢
『
国
性
爺
合
戦
』
楼
門
場
浄
瑠
璃
楽
譜
｣
　
(
鉄
笛
子
)
'
｢
音
楽
上
よ
-
見
た
る
『
国
性
爺
合
戦
』
｣
　
(
鉄
笛
子
)
　
が
掲
載
さ
れ
'
第
五
会
と
し
て
作
品
の
検
討
に
入
っ
た
｡
以
後
｢
巣
林
子
戯
曲
詞
原
｣
　
(
関
根
正
直
)
　
の
論
が
続
い
た
が
'
研
究
会
は
し
ば
ら
-
休
会
L
t
第
六
会
は
五
月
一
日
　
三
三
､
三
四
号
と
｢
曽
我
会
稽
山
｣
と
な
っ
た
｡
第
七
会
は
ま
た
世
話
物
に
か
え
っ
て
､
七
月
十
五
日
　
三
八
号
に
｢
冥
途
の
飛
脚
｣
が
取
り
上
げ
ら
れ
､
常
連
の
ほ
か
'
春
曙
､
梁
川
'
迷
羊
が
参
加
し
た
が
'
豊
村
が
欠
席
｡
こ
れ
に
つ
い
て
'
編
集
部
の
付
記
と
し
て
'
今
回
は
急
に
開
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
､
遠
路
墓
相
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ず
遺
憾
と
い
う
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
｡
明
治
三
十
年
十
月
か
ら
『
早
稲
田
文
学
』
　
の
表
紙
の
体
裁
や
編
集
方
針
が
変
わ
り
､
近
松
研
究
は
雑
録
欄
に
移
-
'
第
八
会
と
し
て
二
回
に
わ
た
り
｢
天
の
綱
島
｣
を
取
り
上
げ
'
鉄
笛
と
大
西
操
山
と
が
出
席
し
た
｡
操
山
は
専
門
学
校
で
哲
学
'
倫
理
学
を
講
じ
た
が
'
文
学
に
も
関
心
が
あ
り
､
こ
の
会
は
じ
め
て
参
加
し
､
意
匠
の
項
で
長
い
発
言
を
し
て
い
る
｡
こ
こ
で
近
松
研
究
会
と
し
て
は
一
応
の
目
的
は
達
し
た
と
の
結
論
か
､
合
評
と
し
て
'
メ
ン
バ
ー
に
大
き
な
移
動
は
な
い
が
､
｢
忠
臣
蔵
｣
｢
菅
原
｣
｢
妹
背
山
｣
な
ど
の
浄
瑠
璃
の
名
作
の
評
論
を
掲
げ
た
｡
こ
れ
に
は
､
珍
し
-
金
子
筑
水
及
び
造
進
を
中
心
と
す
る
朗
読
会
の
メ
ン
バ
ー
で
､
の
ち
第
1
次
文
芸
協
会
の
俳
優
と
し
て
活
躍
す
る
水
口
蕨
陽
が
参
加
し
て
い
る
｡
明
治
三
十
一
年
十
月
'
『
早
稲
田
文
学
』
　
(
第
一
次
)
　
は
廃
刊
と
な
っ
た
｡
創
刊
以
来
八
年
､
幾
多
の
人
材
を
輩
出
さ
せ
､
文
学
界
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
が
'
そ
の
な
か
の
大
き
な
業
績
の
一
つ
は
長
期
に
亘
-
早
稲
田
人
が
総
力
を
結
集
し
た
近
松
研
究
で
あ
る
｡
そ
の
成
果
を
再
編
集
し
て
､
明
治
三
十
三
年
十
一
月
に
刊
行
し
た
『
近
松
之
研
究
』
に
は
､
遭
蓮
の
『
早
稲
田
文
学
』
の
編
集
者
と
し
て
'
ま
た
こ
の
研
究
の
主
宰
者
と
し
て
の
､
感
慨
と
参
加
者
に
対
す
る
感
謝
の
念
が
篭
め
ら
れ
て
い
る
｡
異
色
の
参
加
者
　
東
儀
鉄
笛
東
儀
鉄
笛
と
い
へ
ば
､
誰
し
も
が
早
稲
田
大
学
の
校
歌
｢
都
の
西
北
｣
を
思
い
浮
か
べ
る
｡
明
治
四
十
年
､
早
稲
田
大
学
創
立
二
十
五
周
年
の
時
､
制
定
さ
れ
た
あ
の
曲
は
'
作
曲
家
鉄
笛
の
名
を
永
遠
に
伝
え
る
名
誉
の
作
で
あ
る
｡
鉄
笛
は
古
今
和
洋
音
楽
の
実
技
と
理
論
を
踏
ま
え
た
音
楽
家
で
あ
-
'
音
楽
史
研
究
家
で
あ
-
､
そ
し
て
俳
優
で
あ
っ
た
｡
作
曲
に
は
校
歌
の
ほ
か
､
前
年
の
三
十
九
年
十
1
月
第
一
次
文
芸
協
会
演
芸
都
大
会
で
上
演
さ
れ
た
遭
造
作
の
オ
ペ
ラ
｢
常
闇
｣
や
歌
謡
｢
大
海
原
｣
､
そ
の
ほ
か
､
｢
熱
海
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
｣
　
の
う
ち
の
｢
小
蓬
莱
｣
､
オ
ペ
ラ
｢
熊
野
｣
な
ど
の
作
曲
が
あ
-
､
音
楽
史
研
究
は
生
涯
の
仕
事
で
あ
っ
た
｡
ま
た
俳
優
と
し
て
は
新
劇
俳
優
の
先
駆
と
し
て
明
治
大
正
期
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
｡
七
五
キ
ロ
を
超
え
る
堂
々
た
る
体
躯
､
眼
は
大
き
-
'
ど
こ
か
九
代
目
市
川
団
十
郎
を
思
わ
せ
る
｡
声
楽
で
鍛
え
た
朗
々
た
る
美
声
､
そ
の
上
芸
熱
心
｡
文
芸
協
会
'
無
名
会
'
新
文
芸
協
会
等
で
活
躍
し
､
｢
ハ
ム
レ
ッ
ト
｣
　
の
墓
堀
-
､
｢
ベ
ニ
ス
の
商
人
｣
　
の
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
､
遭
造
作
｢
法
難
｣
　
の
日
蓮
'
同 -174-
じ
-
｢
霊
験
｣
　
の
又
さ
な
ど
が
当
り
役
で
あ
っ
た
｡
鉄
笛
は
明
治
二
年
六
月
'
束
儀
季
芳
の
長
男
と
し
て
､
山
城
国
愛
宕
郡
小
川
中
立
売
に
生
ま
れ
た
｡
本
名
季
治
｡
こ
の
東
儀
家
は
千
年
も
続
い
た
雅
楽
界
の
名
家
で
あ
る
｡
鉄
笛
と
い
う
雅
号
も
家
宝
の
鉄
の
笛
に
因
ん
で
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
い
う
｡
明
治
三
年
'
京
都
､
奈
良
､
四
天
王
寺
の
楽
人
た
ち
の
統
合
に
よ
-
'
東
儀
家
は
東
京
に
移
-
､
父
季
芳
は
雅
楽
局
(
現
在
宮
内
庁
楽
部
)
　
に
出
仕
し
た
｡
こ
の
季
芳
は
筆
葉
の
名
手
だ
っ
た
が
'
同
時
に
洋
楽
を
修
行
､
明
治
初
期
に
ピ
ア
ノ
を
弾
き
こ
な
せ
る
わ
ず
か
な
日
本
人
の
ひ
と
-
で
あ
っ
た
｡
鉄
笛
は
そ
う
し
た
血
を
受
け
､
ま
た
家
名
の
名
誉
を
背
負
っ
て
音
楽
家
た
る
べ
-
父
か
ら
厳
し
い
音
楽
指
導
を
受
け
た
｡
そ
し
て
'
明
治
十
二
年
十
二
歳
の
時
､
小
学
校
を
退
学
し
､
宮
内
省
か
ら
四
等
伶
員
を
申
付
け
ら
れ
､
十
七
年
に
は
雅
楽
生
と
な
っ
た
｡
そ
の
後
の
鉄
笛
は
晩
年
書
き
残
し
た
　
自
筆
履
歴
書
に
よ
-
そ
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
た
い
｡鉄
笛
は
明
治
二
十
年
､
雅
楽
部
よ
-
欧
州
楽
伝
習
､
同
管
弦
楽
伝
習
を
申
付
け
ら
れ
､
二
十
二
年
十
月
か
ら
は
'
上
真
行
に
就
い
て
音
楽
理
論
を
学
び
､
つ
い
で
フ
ラ
ン
ツ
･
エ
ッ
ケ
ル
-
(
雅
楽
部
雇
教
師
)
　
に
就
い
て
和
声
学
を
修
め
'
さ
ら
に
同
師
よ
-
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
バ
イ
オ
リ
ン
の
伝
習
を
受
け
た
｡
明
治
二
十
四
年
十
月
十
二
日
､
父
季
芳
が
退
隠
し
た
の
で
'
束
儀
の
家
督
を
相
続
し
た
｡
こ
れ
ま
で
雅
楽
〓
肋
で
あ
っ
た
鉄
笛
は
突
然
明
治
二
十
五
年
九
月
､
東
京
専
門
学
校
文
学
科
一
年
級
に
入
学
す
る
｡
自
筆
履
歴
書
に
｢
文
学
研
究
ノ
為
メ
｣
と
あ
る
が
'
ど
う
い
う
心
境
の
変
化
で
あ
ろ
う
か
｡
し
か
し
'
翌
年
七
月
に
は
中
退
せ
ざ
る
を
得
な
-
な
る
｡
こ
れ
は
二
十
六
年
四
月
､
宮
内
省
よ
-
の
｢
復
職
ヲ
命
ズ
｣
と
い
う
命
令
に
よ
る
も
の
で
'
学
業
の
た
め
休
職
し
て
い
た
の
を
'
呼
び
戻
さ
れ
た
ら
し
い
｡
父
の
退
隠
に
よ
っ
て
､
家
督
を
相
続
し
て
い
た
鉄
笛
と
し
て
は
こ
れ
に
は
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
｡
だ
が
'
こ
の
僅
か
な
一
年
は
当
時
二
十
四
歳
の
鉄
笛
の
生
涯
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
｡
師
は
造
造
､
先
輩
に
水
谷
不
倒
､
土
肥
春
曙
'
金
子
馬
治
'
島
村
抱
月
､
同
期
生
に
綱
島
梁
川
'
五
十
嵐
力
が
あ
り
'
こ
こ
で
､
早
稲
田
の
新
鮮
な
若
々
し
い
空
気
を
十
二
分
に
吸
い
､
自
身
の
目
標
を
定
め
た
｡
は
た
せ
る
か
な
'
鉄
笛
は
明
治
三
十
年
宮
内
省
を
退
職
し
'
以
来
帝
国
教
育
会
､
独
逸
語
協
会
学
校
庶
務
主
任
､
同
幹
事
等
を
歴
任
す
る
と
同
時
に
､
三
十
1
年
一
月
に
は
早
稲
田
文
学
社
員
と
な
り
t
　
の
ち
早
稲
田
大
学
講
師
､
早
大
学
監
室
主
事
'
大
学
幹
事
な
ど
大
学
の
中
枢
の
職
を
経
て
､
文
芸
協
会
設
立
後
は
技
芸
員
監
督
兼
幹
事
と
し
て
､
そ
の
運
営
に
当
た
る
と
と
も
に
､
俳
優
と
し
て
舞
台
に
立
っ
た
｡
鉄
笛
が
『
早
稲
田
文
学
』
　
に
寄
稿
し
た
の
は
明
治
二
十
九
年
二
月
で
､
題
し
て
｢
音
楽
と
し
て
の
義
太
夫
節
｣
｡
こ
れ
は
音
楽
家
'
音
楽
史
家
の
立
場
か
ら
文
学
を
見
た
と
き
､
語
-
物
の
研
究
は
当
然
行
き
つ
-
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
｡
以
後
鉄
笛
は
随
時
､
｢
国
楽
の
起
源
及
発
達
｣
　
や
学
友
会
な
ど
の
演
奏
会
の
記
事
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
近
松
研
究
を
志
し
た
.
明
治
二
十
九
年
十
1
月
『
早
稲
田
文
学
』
　
の
桑
報
に
'
｢
宮
内
省
伶
人
束
儀
鉄
笛
氏
は
我
が
近
松
研
究
会
に
入
り
て
､
共
が
浄
瑠
璃
を
音
楽
の
側
よ
-
熱
心
に
致
究
し
､
『
国
性
爺
』
楼
門
の
場
の
楽
譜
の
如
き
は
既
に
成
-
て
本
社
に
送
ら
れ
ぬ
､
明
年
一
月
に
至
ら
ば
本
誌
上
に
て
公
け
に
す
べ
し
｣
　
の
記
事
が
見
ら
れ
る
｡
そ
し
て
明
治
三
十
年
1
月
､
二
五
号
か
ら
､
｢
国
性
爺
｣
　
に
関
す
る
寧
斎
'
豊
村
､
避
迄
の
論
説
､
翌
号
よ
り
､
遭
遇
､
青
々
園
､
墓
相
'
不
倒
､
抱
月
の
分
析
研
究
が
掲
載
さ
れ
は
じ
め
た
｡
そ
の
鉄
笛
の
近
松
研
究
｢
『
国
性
爺
合
戦
』
楼
門
の
場
浄
瑠
璃
楽
譜
｣
｢
音
楽
上
よ
-
見
た
る
『
国
性
爺
合
戦
』
｣
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
'
二
月
一
日
発
行
の
二
七
号
で
あ
っ
た
｡
こ
の
論
文
は
す
で
に
前
年
末
二
四
号
の
予
告
に
､
｢
来
年
よ
-
新
に
『
国
性
爺
合
戦
』
に
入
-
'
鉄
笛
子
が
苦
心
の
余
に
な
れ
る
楼
門
の
場
の
浄
瑠
璃
楽
譜
を
も
掲
載
す
べ
し
｣
と
あ
っ
た
が
'
そ
の
掲
載
が
遅
れ
た
理
由
は
二
六
号
に
｢
鉄
笛
子
の
論
文
は
楽
譜
製
版
の
手
数
調
は
ざ
る
為
次
号
に
譲
る
こ
と
と
せ
-
　
読
者
諒
せ
よ
｣
と
あ
-
'
品
川
御
殿
山
三
光
堂
の
五
線
譜
の
凸
版
印
刷
の
遅
れ
だ
っ
た
ら
し
い
楽
譜
は
四
頁
､
詞
章
を
は
さ
ん
で
､
上
が
浄
瑠
璃
(
太
夫
)
　
の
五
線
譜
'
下
が
三
弦
の
五
線
譜
と
な
っ
て
お
り
､
｢
楼
門
の
段
｣
で
､
錦
祥
女
が
姿
絵
か
ら
老
一
官
を
実
の
父
と
知
る
と
こ
ろ
､
｢
老
の
姿
は
か
ほ
る
共
面
影
残
る
絵
に
合
せ
　
疑
ひ
を
は
れ
給
へ
な
ふ
其
詞
が
は
や
証
拠
と
　
肌
に
は
な
さ
ぬ
姿
絵
を
高
欄
に
押
し
開
き
-
-
も
し
や
め
い
ど
で
あ
ふ
こ
と
も
と
死
な
ぬ
先
か
ら
来
世
を
ま
ち
嘆
-
ら
し
泣
明
し
廿
年
の
夜
る
昼
は
｣
ま
で
を
五
線
譜
に
採
譜
し
て
い
る
｡
添
え
ら
れ
た
論
文
は
､
さ
き
に
発
表
し
た
論
文
の
延
長
線
に
あ
り
､
そ
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
^
c
-
人
)
'
-
'
わ
が
国
の
俗
曲
は
口
授
に
よ
-
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
､
楽
譜
は
な
い
｡
近
松
の
作
品
も
文
詞
の
上
か
ら
は
今
日
是
非
す
る
こ
と
は
出
来
る
が
､
曲
節
の
上
か
ら
元
禄
の
そ
れ
と
し
て
研
究
は
出
来
な
い
｡
今
日
の
曲
節
は
'
以
後
の
技
芸
の
妙
手
が
時
代
の
好
尚
に
応
じ
面
目
を
改
め
た
結
果
の
も
の
で
あ
る
｡
し
か
し
曲
節
の
研
究
は
現
存
の
も
の
か
ら
窺
う
外
は
な
い
｡
義
太
夫
節
の
曲
節
は
人
物
の
性
格
'
男
女
の
差
別
に
旋
律
上
の
特
色
は
な
-
､
完
全
な
る
音
楽
と
は
い
え
な
い
が
､
悲
哀
の
情
を
表
す
に
妙
で
あ
る
た
め
'
｢
楼
門
｣
を
取
り
上
げ
た
と
し
､
洋
楽
と
三
舷
の
比
較
を
専
門
的
に
試
み
て
い
る
｡
し
か
し
､
そ
の
採
譜
は
語
-
辛
(
太
夫
)
　
と
三
味
線
弾
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
が
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
｡
そ
れ
に
つ
い
て
鉄
笛
は
　
｢
こ
の
楽
譜
は
仝
-
そ
の
一
斑
を
示
さ
ん
ま
で
に
て
　
首
尾
完
全
な
る
も
の
に
あ
ら
ず
､
こ
の
こ
と
は
予
め
断
-
置
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
､
こ
の
曲
は
敢
て
秘
曲
と
い
ふ
程
の
も
の
に
あ
ら
ざ
る
べ
け
れ
ど
も
､
さ
-
と
て
ま
た
平
々
凡
々
の
語
(
弾
)
手
に
は
能
-
せ
ぬ
も
の
多
し
､
吾
人
が
こ
の
曲
を
写
さ
ん
と
て
語
-
手
の
門
を
叩
き
し
こ
と
両
三
度
に
及
び
た
れ
ど
皆
持
ち
合
せ
ず
と
断
れ
-
'
こ
れ
に
て
も
こ
の
曲
が
近
時
俗
受
け
の
よ
か
ら
ぬ
こ
と
を
知
る
べ
し
｣
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
｡
ま
だ
レ
コ
ー
ド
に
よ
る
録
音
の
な
い
こ
の
時
代
に
'
不
完
全
な
が
ら
も
'
明
治
二
十
年
代
の
義
太
夫
節
の
曲
節
を
五
線
譜
に
残
し
た
こ
と
は
､
洋
楽
の
知
識
経
験
豊
富
な
鉄
笛
で
な
け
れ
ば
出
来
な
い
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事
､
貴
重
な
業
績
と
し
て
讃
え
ら
れ
て
い
い
｡
鉄
笛
は
ま
も
な
-
作
曲
家
'
俳
優
の
道
を
歩
む
が
'
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
の
日
本
音
楽
史
研
究
は
生
涯
続
け
ら
れ
た
｡
巡
業
な
ど
の
旅
先
に
も
そ
の
原
稿
を
携
帯
L
t
楽
屋
で
せ
っ
せ
と
手
入
れ
を
し
て
い
た
と
い
う
.
そ
の
稿
本
の
1
部
は
現
在
演
劇
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
｡
な
お
､
鉄
笛
苦
心
の
採
譜
の
　
｢
楼
門
｣
は
二
一
世
紀
c
o
E
古
典
演
劇
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
､
復
元
の
計
画
が
あ
る
と
い
う
が
､
そ
の
実
現
が
待
た
れ
る
｡
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